
　

４
月
５
日
は
婦
団
連
の
創
立
記
念
日
で

す
。
70
年
前
、
朝
鮮
戦
争
さ
な
か
の
１
９

５
３
年
「
平
和
を
願
う
女
性
の
力
を
一
つ

に
」
と
全
日
本
婦
人
団
体
連
合
会
の
結
成

大
会
が
開
か
れ
（
58
年
に
日
本
婦
人
団
体

連
合
会
と
改
称
）
、
初
代
会
長
に
平
塚
ら

い
て
う
を
選
出
し
ま
し
た
。
結
成
の
趣
意

書
で
は
、
再
軍
備
の
危
機
を
訴
え
、
子
ど

も
の
幸
福
と
将
来
の
た
め
に
戦
争
へ
の
道

を
防
ぐ
、
す
べ
て
の
運
動
に
全
力
を
あ
げ

て
進
む
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
は
軍
国
主
義
の
復
活
を
阻
止

し
、
女
性
に
対
す
る
封
建
制
を
打
ち
破
る

こ
と
、
平
和
と
自
由
を
愛
す
る
世
界
の
女

性
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

婦
団
連
は
創
立
以
来
、
戦
争
反
対
、
平

和
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
求
め
て
運
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
か
ら
70
年

代
に
は
ベ
ト
ナ
ム
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
設

立
運
動
に
取
り
組
み
１
億
円
募
金
を
達
成
。

１
９
９
９
年
「
戦
争
は
嫌
で
す
！ 

新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
法
反
対
！ 

女
性
の
銀
座
デ

モ
」
に
は
１
０
０
歳
の
櫛
田
ふ
き
会
長
を

先
頭
に
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
秘
密
保
護
法
反
対
、
安
保
法
制
反
対

の
レ
ッ
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
、
「
女
の
平
和
」

国
会
包
囲
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

国
際
活
動
で
は
国
際
民
主
婦
人
連
盟

（
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
の
一
員
と
し
て
、
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
、
２
０
０
８
年
に
は
、
欧
州

議
会
本
部
で
初
の
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｆ
原
爆
写
真
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
ア
ク
シ
ョ
ン
を
呼
び
か
け

　

岸
田
政
権
の
安
保
３
文
書
改
定
に
抗
議

し
、
「
戦
争
の
準
備
で
は
な
く
平
和
の
準

備
を
」
と
、
「
大
軍
拡
・
大
増
税
ス
ト
ッ

プ
！ 

女
性
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
呼
び
か
け

　

岸
田
政
権
は
、
昨
年
12
月
16
日
に
閣
議

決
定
し
た
「
安
保
関
連
３
文
書
」
（
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
「
国
家
防
衛
戦
略
」

｢

防
衛
力
整
備
計
画｣

）
に
も
と
づ
き
、

５
年
間
で
43
兆
円
も
の
軍
事
費
を
支
出
す

る
か
つ
て
な
い
大
軍
拡
計
画
を
お
し
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
間
の

軍
事
費
の
１
・
６
倍
で
、
５
年
後
に
は
22

年
度
軍
事
費
５
兆
４
千
億
円
の
約
２
倍

の
11
兆
円
、
世
界
第
３
位
の
軍
事
大
国
に

な
る
計
画
で
す
。
そ
の
初
年
度
の
２
０
２

３
年
度
予
算
案
の
軍
事
費
は
昨
年
度
比
１

兆
４
千
億
円
増
の
６
兆
８
千
億
円
に
も
上

り
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有

　

「
安
保
３
文
書
」
で
打
ち
出
さ
れ
た
大

軍
拡
方
針
の
最
大
の
危
険
は
、
こ
れ
ま
で

歴
代
政
府
も
日
本
国
憲
法
第
９
条
に
も
と

づ
き
「
持
て
な
い
」
と
し
て
き
た
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
」
（
今
回
の
「
安
保
３
文

書
」
で
は
「
反
撃
能
力
」
と
言
い
換
え

た
）
を
保
有
、
使
用
で
き
る
と
し
た
こ
と

で
す
。

　

「
反
撃
能
力
」
と
は
、
「
相
手
の
領
域

に
お
い
て
、
我
が
国
が
有
効
な
反
撃
を
加

え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
」
長
射
程
ミ
サ

イ
ル
な
ど
攻
撃
的
兵
器
の
こ
と
で
す
。

「
反
撃
」
の
対
象
は
「
相
手
の
領
域
」
と

あ
る
だ
け
で
、
限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
指
揮
統
制
機
能
」
な
ど
、
「
敵
」
の
政

府
中
枢
や
通
信
・
電
力
施
設
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
も
攻
撃
対
象
と
な
り
う
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
射
程
１
０
０
０
km
を
超
す
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
を
大
量
に
配
備
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
「
平
生
か
ら
他
国
を
攻
撃
す

る
よ
う
な
、
攻
撃
的
な
脅
威
を
与
え
る
よ

う
な
兵
器
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

憲
法
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」

（
１
９
５
９
年
３
月
、
伊
能
繁
次
郎
防
衛

庁
長
官
）
、
「
専
守
防
衛
は
、
防
衛
上
の

必
要
か
ら
も
相
手
の
基
地
を
攻
撃
す
る
こ

と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
我
が
国
及
び
周
辺
で

防
衛
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
我
が
国
防
衛

の
基
本
方
針
で
あ
り
、
こ
の
考
え
を
変
え

る
こ
と
は
全
く
な
い
」
（
１
９
７
２
年
10

月
、
田
中
角
栄
首
相
）
と
い
う
歴
代
政
府

の
立
場
を
投
げ
捨
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　

し
か
も
、
こ
の
方
針
は
、
国
際
法
違
反

の
先
制
攻
撃
に
も
突
き
進
も
う
と
す
る
も

の
で
す
。
政
府
の
立
場
は
、
「
敵
」
が
武

力
攻
撃
に
「
着
手
」
し
た
と
み
な
せ
ば
、

敵
国
領
域
へ
の
「
反
撃
」
（
敵
基
地
攻

撃
）
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
「
着
手
」
の
判
断
は
、
「
個
別
具
体

的
状
況
に
応
じ
て
判
断
す
る
」
と
さ
れ
、

政
府
の
恣
意
的
判
断
に
よ
っ
て
他
国
を
先

制
攻
撃
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

戦
争
法
（
安
保
法
制
）
の
発
動
で
も
、

敵
地
を
攻
撃
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
戦

争
法
の
発
動
と
は
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て

い
な
い
の
に
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
攻
撃
さ

れ
る
場
合
（
＝
攻
撃
へ
の
「
着
手
」
も
含

む
）
、
こ
れ
を
日
本
の
「
存
立
危
機
事

態
」
と
認
定
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

参
加
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
さ
い
、

今
後
は
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
「
敵
」
の
領

域
も
攻
撃
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
攻
撃

さ
れ
た
相
手
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
日
本

か
ら
の
先
制
攻
撃
と
捉
え
ら
れ
、
日
本
に

対
す
る
報
復
攻
撃
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

米
軍
と
自
衛
隊
が
一
体
に
先
制
攻
撃

　

も
う
一
つ
、
自
衛
隊
を
米
軍
の
先
制
攻

撃
に
組
み
込
む
仕
組
み
が
「
統
合
防
空
ミ

サ
イ
ル
防
衛
能
力
の
推
進
」
（
防
衛
力
整

備
計
画
）
で
す
。
こ
れ
は
米
軍
の
指
揮
統

制
下
に
同
盟
国
の
戦
力
を
組
み
込
ん
で
、

ミ
サ
イ
ル
や
航
空
機
の
攻
撃
に
対
抗
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
作
戦
の
第
１
の
柱

は
、
「
敵
の
航
空
・
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
未

然
に
防
止
す
る
」
つ
ま
り
、
先
制
攻
撃
で

す
（
17
年
米
軍
統
合
文
書
「
対
航
空
・
ミ

サ
イ
ル
脅
威
」
）
。
そ
し
て
、
そ
の
攻
撃

対
象
は
「
ミ
サ
イ
ル
サ
イ
ト
、
飛
行
場
、

指
揮
統
制
機
能
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
」
を
含
む
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ

は
、
米
軍
の
指
揮
下
で
自
衛
隊
が
米
軍
と

一
体
に
先
制
攻
撃
を
行
う
態
勢
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
軍
事
態
勢
を
つ
く
る
た
め
に
、

「
安
保
３
文
書
」
で
は
、
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
を
大
量
に
導
入
・
開
発
・
配
備
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
先
制
攻

撃
に
多
用
し
て
き
た
米
国
製
の
ト
マ
ホ
ー

ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（
射
程
１
６
０
０
km
〜

２
０
０
０
km
）
約
４
０
０
発
を
２
０
２
３

年
度
予
算
に
２
１
１
３
億
円
を
計
上
し
、

一
括
購
入
し
ま
す
。

　

国
産
で
は
、
射
程
１
０
０
０
km
以
上
の

12
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
を
１
０

０
０
発
以
上
開
発
配
備
し
、
陸
だ
け
で
な

く
、
戦
闘
機
か
ら
も
軍
艦
か
ら
も
潜
水
艦

か
ら
も
発
射
で
き
る
態
勢
を
つ
く
る
。
さ

ら
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
に
高
速
で
飛

ぶ
高
速
滑
空
弾
（
射
程
２
０
０
０
km
以

上
）
、
マ
ッ
ハ
５
以
上
の
極
超
音
速
で
低

空
飛
行
し
て
迎
撃
を
困
難
に
す
る
極
超
音

速
誘
導
弾
（
射
程
２
０
０
０
〜
３
０
０
０

km
）
も
開
発
。
１
０
５
機
の
Ｆ
35
Ａ
ス
テ

ル
ス
戦
闘
機
に
射
程
５
０
０
km
の
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
、
42
機
の
Ｆ
35
Ｂ
ス
テ

ル
ス
戦
闘
機
は
自
衛
隊
が
開
発
し
て
い
る

「
空
母
」
２
隻
に
搭
載
し
、
米
軍
と
共
に

出
撃
し
攻
撃
で
き
る
態
勢
を
つ
く
り
ま
す
。

Ｆ
15
戦
闘
機
68
機
も
改
修
し
、
射
程
１
０

０
０
km
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

米
軍
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
南
西
諸
島
に

　

大
軍
拡
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
敵
基
地

攻
撃
の
軍
事
態
勢
を
、
九
州
か
ら
台
湾
を

結
ぶ
南
西
諸
島
で
特
に
強
化
す
る
方
向
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
の
対
中
国
軍
事
包
囲
網
の
戦
略
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
地

域
を
、
中
国
を
軍
事
的
に
封
じ
込
め
る

「
第
１
列
島
線
」
と
位
置
づ
け
、
こ
こ
へ

の
米
軍
の
陸
海
空
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配

備
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
へ
の
自
衛
隊
の

動
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

を
中
心
に
配
備
さ
れ
て
い
る
米
海
兵
隊
は
、

米
中
軍
事
衝
突
の
際
に
、
自
衛
隊
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
小
規
模
の
部
隊
を
点
在

す
る
島
々
に
次
か
ら
次
へ
と
移
動
さ
せ
、

情
報
収
集
と
対
艦
攻
撃
を
行
う
「
遠
征
前

方
基
地
作
戦
（
E
A
B
O
）
」
構
想
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
沖
縄
・
南

西
諸
島
を
戦
場
化
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
戦
略
で
す
。

南
西
諸
島
は
武
器
の
補
給
拠
点
に

　

大
軍
拡
方
針
で
は
、
そ
の
方
向
に
沿
っ

て
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
主
柱
と
位
置
付

け
ら
れ
る
12
式
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
、

奄
美
大
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
、
沖
縄
本

島
（
勝
連
）
な
ど
に
次
々
と
配
備
。

「
敵
」
の
通
信
網
を
無
力
化
す
る
電
子
戦

部
隊
も
与
那
国
島
、
沖
縄
本
島
、
奄
美
大

島
、
健
軍
（
熊
本
）
、
相
浦
、
津
島
（
長

崎
）
へ
と
配
備
。
沖
縄
の
陸
自
第
15
旅
団

を
１
０
０
０
人
増
員
し
て
師
団
に
改
編
。

嘉
手
納
弾
薬
庫
の
共
同
使
用
を
拡
大
し
、

そ
こ
に
陸
自
補
給
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
給
拠
点
は
、
米
海

兵
隊
を
支
え
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
米
海

兵
隊
ト
ッ
プ
の
デ
ビ
ッ
ド
・
バ
ー
ガ
ー
総

司
令
官
は
、
「
自
衛
隊
か
ら
武
器
の
修
理

　
婦
団
連
の
活
動
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

た
め
、
賛
助
会
員
と
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
賛
助
会
費
は
月
１
口
（
１
０
０
０
円
）
か

ら
申
し
受
け
、賛
助
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

「
婦
団
連
通
信
」、「
女
性
手
帳
」、
催
し
や
出

版
物
の
ご
案
内
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

賛
助
会
員
の
お
願
い

申
し
込
み
は
F
A
X
等
で

２
月
15
日
、
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
）
。

　

柴
田
真
佐
子
会
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

日
本
女
医
会
会
長
の
前
田
佳
子
さ
ん
は
、

「
政
府
は
軍
拡
の
た
め
に
多
額
の
税
金
を

使
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
『
軍

拡
よ
り
生
活
』
で
連
帯
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
本

村
伸
子
衆
議
院
議
員
、
「
沖
縄
の
風
」
の

伊
波
洋
一
参
議
院
議
員
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。

新
婦
人
の
米
山
淳
子
会
長
が
行
動
提
起
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
71
人
で
し
た
。

　

自
衛
隊
基
地
の
強
化
が
進
め
ら
れ
、
い

つ
戦
場
に
な
る
の
か
と
い
う
不
安
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
撤
退
を
。
憲
法
９
条
に
基
づ
く
平
和

外
交
を
。
大
軍
拡
N
O
！ 

い
の
ち
・
く

ら
し
最
優
先
の
政
治
へ
の
転
換
を
求
め
て

声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女性団体が共同でリレートーク（衆議院第２議員会館）

部
品
や
弾
薬
の
補
給
を
拡
大
す
る
態
勢
づ

く
り
を
め
ざ
す
と
表
明
」
。
そ
れ
は
、

「
海
兵
沿
岸
連
隊
は
離
島
に
分
散
し
て
作

戦
を
実
行
す
る
た
め
、
補
給
活
動
が
複
雑

に
な
る
。
有
事
下
で
日
米
が
補
給
活
動
を

ス
ム
ー
ズ
に
実
行
で
き
る
か
が
カ
ギ
に
な

る
」
か
ら
だ
と
い
う
の
で
す
（
日
本
経
済

新
聞
２
月
17
日
）
。
年
間
を
通
じ
て
激
化

し
て
い
る
日
米
共
同
演
習
は
こ
う
し
た
事

態
を
想
定
し
て
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
が
攻
撃
さ
れ
戦
場
に

　

ま
た
、
沖
縄
・
南
西
諸
島
は
じ
め
全
土

が
攻
撃
を
受
け
、
戦
場
に
な
る
こ
と
を
想

定
し
て
、
民
間
空
港
や
港
湾
の
戦
時
利
用

の
態
勢
を
平
時
か
ら
整
備
す
る
こ
と
が
、

大
軍
拡
方
針
の
中
で
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
要
な
米
軍
・
自
衛
隊
の
基
地
は
攻
撃
さ

れ
て
使
え
な
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
民
間
空
港
・
港
湾
を
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
空
港
・
港
湾
を
総
点
検
し
、

米
軍
・
自
衛
隊
の
要
望
に
合
わ
せ
て
、
滑

走
路
の
延
長
な
ど
改
修
工
事
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
火
薬
庫
を
70

棟
増
設
。
核
攻
撃
被
害
も
想
定
し
、
全
国

２
９
３
基
地
を
対
象
に
、
基
地
の
地
下
化

な
ど
強
靭
化
計
画
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
赤
旗
日
曜
版

２
月
26
日
）
。
「
よ
り
過
酷
な
攻
撃
」
を

想
定
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
の
全
国
で
の
建
設
、

自
治
体
も
動
員
し
た
武
力
攻
撃
事
態
を
想

定
し
た
住
民
避
難
訓
練
の
推
進
、
原
発
の

防
護
訓
練
、
戦
死
傷
者
を
想
定
し
た
医
療

体
制
の
強
化
な
ど
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
安
保
３
文
書
」

に
も
と
づ
く
大
軍
拡
路
線
は
、
「
日
本
を

守
る
」
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

日
本
が
他
国
攻
撃
も
含
め
て
参
加
し
、
沖

縄
・
南
西
諸
島
は
じ
め
日
本
全
土
を
戦
場

化
す
る
危
険
極
ま
り
な
い
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
亡
国
の
大
軍
拡
の
た
め
に
、
私

た
ち
の
血
税
43
兆
円
を
投
入
し
、
大
増
税

と
国
民
生
活
関
連
予
算
の
削
減
を
押
し
付

け
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
の
道
の
先
に
は
、
緊
張
激
化
と
核
戦

争
、
そ
し
て
生
活
破
壊
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
岸
田
大
軍
拡
を
何
と

し
て
も
ス
ト
ッ
プ
し
、
憲
法
に
も
と
づ
く

平
和
外
交
の
政
治
に
転
換
さ
せ
る
た
め
、

草
の
根
か
ら
の
共
同
を
大
き
く
広
げ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

婦
団
連
創
立
70
周
年―

大
軍
拡
・
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
を
！
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